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前月比

(+ 146) 
(γ55> 

(γ91) 

〔十 21)

転入 387 

転出 282

易璽望霊翠翠

( 5月末日現在)

人口 56，241 

1男27，090
(女 29，060

世帯数 13，484 

出生 86 

死亡 36 
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乙
乙
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
V

O 

大

この運動を大き〈発畏させるため、大村地[X青

少平の弁論大会が6月24日開かれましたっそLて

中学佼の部で玖島中大村校舎3年福谷涼子さ ん、

高校心部で大高定]寺制4年村部元義君が一位に入

選し、県大会に出場す7ることになりました。

カ女大{;r 女"C:r 

7月は社会を明る〈する運動2月ですコ

私たちが手を取りあって、人の心のお¥~こびそむ

愛の心を引き出すとき、それが巨大な社会的エネ

jレギーとなるとき 、私たちの住む社会は、より明

るしより美しい社会となることでしょう。

{;r 女τz カ大

J 

A 

A 
F、

大大大大大

μ

お
互
の注
意
が
大
切
グ

七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

は
全
国
安
全
週
間
で
す
。

本
年
は
「
安
全
の
ル

l
ル

を
守
っ
て
、
無
災
害
の
職
場

を
作
ろ
う
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
に
安
全
ル

l
ル
の
徹

底
を
は
か
る
こ
と
に
し
ま
し

大1ミ

労
働
災
害
を
防
止
す
る
こ

と
は
、
企
業
の
責
任
で
す
か

ら
、
ま
ず
経
営
者
み
ず
か
ら

が
安
全
ル

l
ル
を
守
る
と
と

も
に
、
積
極
的
に
安
全
作
業

標
準
等
を
作
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

予言女手て大大

ま
た
こ
の
外
、
交
通
災
害

を
な
〈
す
る
た
め
、
こ
の
週

間
中
に
自
動
車
の
点
検
も
ぜ

び
行
な
い
た
い
も
の
で
す
。
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大
き
な
火
を
扱
う
と
き
は

つ
い
こ
の
ご
ろ
、
麦
わ
ら

焼
き
を
火
災
と
間
違
え
て
消

防
署
に
通
報
が
あ
り
、
消
防

署
は

「
ス
ワ
」

一
大
事
と
緊

急
出
動
し
た
た
め
附
近
の
人

達
に
不
安
を
与
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

火
災
と
間
違
え
ら
れ
る
よ
う

な
「
火
の
取
扱
い
」
を
す
る

と
き
は
、
大
村
市
火
災
予
防

必
ず
消
防
署
に
届
出
を

条
例
の
規
定
に
よ
り
、
事
前

に
消
防
署
に
届
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
不
注
意
に
よ
り
届
出

が
な
か

っ
た
ば
か
り
で
こ
の

よ
う
に
世
間
を
騒
が
せ
る
こ

と
に
な
り
そ
れ
ば
か
り
で
な

〈
税
金
の
無
駄
使
い
に
も
な

り
ま
す
。

特
に

つ
ぎ
の
乙
と
に
つ
い

て
は
皆
様
方
の
と
協
力
を
切

に
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す

マ
夜
間
の
た
き
火

マ
風
の
強
い
と
き
の
た
き
火

マ
空
気
の
乾
燥
し
て
い
る
と

き
の
た
き
火

六
月
九
日
市
内
平
小
川
大

谷
で
発
生
し
四
ヘ
ク

タ
ー
ル

も
焼
失
し
た
山
林
火
災
は
、

空
気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
と

おおむらざくら
一国の天然記念物に指定一

大村公園内の大村神社境内にあるグおおむらざ

〈ら グが、国の天然記念物に指定された。

この花は二段咲きで全体として奇抜なつ〈りで

花弁は多 〈優美である。神社付近に二本、参道全

4本があ る。

写真一天然記念物に指定されたグおおむらざ〈ら |

き
の
た
き
火
が
原
因
で
す
。

お
互
い
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
規
則
を
守
り
、
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
も
注
意
し

あ

っ
て
火
災
の
な
い
豊
か
な

郷
土
づ
〈
り
と
安
心
し
て
毎

日
が
暮
ら
せ
る
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

子供を

水死事故から守ろう

子
供
た
ち

は
水
が
好

き
で
す
。

で
す
か
ら

暑
〈
な
る

と
ど
う
し

て
も
川
や

海
な
ど
水

の
あ
る
と
こ
ろ
へ
集
り
ま
す

し
か
し
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ

で
の
子
供
の
犠
牲
者
を
毎
年

何
名
か
出
し
て
小
る
こ
と
は

残
念
な
こ
と
で
す。

大
人
の

責
任
と
、
相
互
の
協
カ
セ
、

子
供
の
水
死
事
故
は
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
原
因
は
足
を
す
べ
ら

せ
た
り
、
誤
っ

て
転
落
し
た

り
な
ど
が
大
部
分
で
す
。

子
供
の
水
死
事
故
を
な
〈

す
た
め
、
古
井
一戸
、
た
め
池

水
そ
う
、
肥
溜
、
海
、
川
な

ど
は
調
査
し
て
、
あ
ぶ
な

い

と
こ
ろ
に
は
、
て
す
り
、
さ

〈
鉄
条
網
、
ふ
た
、
立
札
な

ど
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

こ
れ
か
ら
先
、
夏
を
迎
え

て、

子
供
の
水
死
事
故
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
井
戸

た
め
池
、
水
そ
う
の
管
理
人

の
方
、
近
〈
の
人
々
、
皆
ん

な
で
子
供
た
ち
を
守
り
ま
し

L
ー

ι
'円ノ
。

J ， 

園

芸

メ

モ

〔
果
樹
の
手
入
れ
〕

柿
、
梨
は
つ
ゆ
あ
け
後
、

か
わ
き
が
は
げ
し
い
と
き
は

濯
水
し
根
本
に
敷
き
わ
ら
を

す
る
と
よ
い
。

柿
は
ヘ
グ

ム
シ
の
た
め
落

果
、
が
は
げ
し
〈
な
る
か
ら
、

三
回
ャ
ら
い

D
D
T
か
、
ヱ

ン
ド
リ
ン
を
か
け
る
と
よ
い

桃
は
早
生
が
収
獲
で
き
る

し
、
徒
長
枝
の
切
り
も
ど
し

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

ぶ
ど
う
は
果
実
が
大
豆
大

に
な
っ
た
時
、
黒
痘
病
、
晩

腐
病
の
た
め
に
ボ
ル
ド
ー
液

を
散
布
し
、
コ

ガ
、
不
虫
の
多

い
と
き
は
ひ
酸
石
灰
を
加
用

す
る
と
よ
い
。

〔
観
葉
植
物
の
日
よ
け
〕

ま
だ
湿
気
も
多
い
し
温
度

も
あ
が
る
の
で
観
葉
植
物
は

大
い
に
伸
び
ま
す。

し
か
し

案
外
日
焼
け
す
る
の
で
ヨ
シ

ズ
の
下
に
と
り
こ
む
の
が
安

心
で
す
。
ゴ
ム
の
木
、
ヤ
シ

類
、
ベ
コ
ニ

ア
類
、
シ
ダ
類

な
ど
は
湿
気
ぞ
保
つ

よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

‘t 
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お
し
ら
せ

原
爆
被
爆
者
の
健
康
診

断
と
手
帳
の
検
認
が
あ

り
ま
す

原
爆
被
爆
者
の
健
康
診
断

と
特
別
被
爆
者
手
帳
の
検
認

を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
の
で
該
当
す
る
方
は
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
被
爆
者
手
帳
の
住

所
変
更
を
し
て
い
な
い
方
や

有
効
期
限
が
切
れ
た
手
帳
を

ノ， 
J 

コ
ー
ナ

l

持
っ

て
い
る
方
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
の
で
早
急
に
保
健
所

で
手
続
を
す
ま
せ
て
〈
だ
さ

〔
健
康
診
断
〕

七
月
五
日
よ
り
二
十
日
ま

で
大
村
市
立
病
院

七
月
一
日
よ
り
二
十
日
ま

で
国
立
大
村
病
院

な
お
、
当
日
の
大
便

(
指

頭
大
)
を

マ
ッ
チ
箱
に
入
れ

(3) 

戸1

て
持
参
の

こ
と

〔
特
別
手
帳
の
検
認
〕

六
月

一
日
か
ら
七
月
三
十

一
日
ま
で
大
村
保
健
所

10日 [今村公民館 1 9.00 - 11.00 
七

10日 三 浦 診療 所 13.00 ~ 16.00 
月

11日 }鈴 田出張所 9.30 - 15・30 の
12日 竹松出 張 所 930 - 15.30 

母
17日 l松原出 張所 9.30 - 15.30 子
18日 福 重出張所 9.30 - 15.30 

19日 黒木 小学校 9・00 ~ 11-00 

19日 i萱 瀬 出張所 i 13.00 - 16.00 

毎
月
刊
日
は
不
用
犬
の

引
取
日
で
す

い
ら
な
い
犬
が
い

て
困
っ

て
い
る
方
の
た
め
に
毎
月
十

四
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
二

時
ま
で
(
土
曜
日
の
場
合
は

午
前
十

一
時
ま
で
)
市
役
所

西
大
村
出
張
所
、
竹
松
出
張

市県民税納付書を発送
昭和42年度分の市県民税と国民健康保

険税 (2期分以降〉の納税通知書を7月

中旬とろにみなさんの手許に届〈ように

発送します。納付書が届きま したら、 よ

〈確かめ、わからない乙とは市の課税課

へおたずね〈ださい。

市県民税控除額等引上げ

地方税法の一部改正により市県民税関

係の控除等がつぎのとおり変 っています

所
に
不
用
犬
引
取
箱
を
設
置

い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
〈

だ
さ
い
。

大
村
混
声
合
唱
団
、
南

画
な
ど
の
ゲ
ル
ー
プ
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す

大
村
混
声
合
唱
団
は
市
民

会
館
の
ホ

l
ル
舞
台
で
毎
週

月
曜
日
熱
心
に
研
究
に
は
げ

ん
で
い
ま
す
。
現
在
二
十
名

程
で
す
が
女
性
は
も
ち
ろ
ん

と
〈
に
男
性
の
方
の
入
会
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
南
画
グ
ル
ー
プ

毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
第

三
会
議
室
で
、

洋
画
グ
ル

i

r -

‘ 、

障害者未成年者 | 

老年者 か婦の 240，000円!
非課税の範囲 i 

|事業専従者控除額
青色申告者 100，000円 : 120，000円
白色申告者 0，000円 80，000円

配偶者に5万円 i 
以上の所得のあ | 
ム 60，00り円 | る場合の7t'1人 | 

自の扶養控除額 | 

前 z改正後正I 改

260，000円

プ
毎
月
第
一
火
日
曜
第
三
会

議
室
で
、
郷
土
史
グ
ル
ー
プ

毎
月
第
二
水
曜
日
三
階
会
議

室
で
そ
れ
ぞ
れ
夜
の
七
時
か

ら
熱
心
に
研
究
し
て
い
ま
す

ご
希
望
の
方
は
え
ん
り
よ

な
〈
中
央
公
民
館
(
電
話
二

四
五
七
番
)
へ
申
込
み
〈
だ

さ
い
。

分区

無
縁
墓
地
の
改
葬

マ
墓
地
の
所
在
地

飯
塚
市
西
町
一
八

O
八

マ
届
出
先

飯
塚
市
役
所
都
市
計
画
課

マ
届
出
期
限

七
日
三
十

一
日

70，000円

本
経
寺
前
、

交
通
制
限

電気ガス税の免税点引上げ

ガスに対する電気ガス税の免税点が7月

分から500円から700円になりまレTこ。

西
小
前
の

市
内
で
つ
ぎ
の
二
カ
所
が

道
路
側
溝
改
良
工
事
の
た
め

片
側
通
行
と
な
っ

て
い
ま
す

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
場
所

乾
馬
場

本
経
寺

前
=
一
百
メ
ー
ト

ル

期
間
昭
和
四
十
三
年
三

月
三
十

一
日
ま
で

②
場
所

乾
馬
場
西
大
村

小
学
校
前
三
百
八
十
メ

1
l
'
p
レ

期
間
昭
和
四
十
二
年
九

月
三
十
日
ま
で



(4) 

よ
う
に
す
る
こ
と
。

確
め
る
こ
と
。

③
つ
ゅ
の
晴
聞
や
、

つ
ゆ
明

け
ど
き
に
は
、
子
供
の
路

が
き
7
7
4
ん
に
〈
い
'
も
の
で
す

道
を
横
断
す
る
と
き
は
必
ず

左
右
を
十
分
に
確
め

て
か
ら

渡
り
ま
し

ょ
う
。

上
遊
び
に
よ
る
被
害
事
故

が
多
〈
な
る
の
で
と
く
に

注
意
す
る
こ
と
。

雨の日はとくに

左右に注意しよう

交通教室

④
雨
衣
や
傘
の
色
は
な
る
だ

け
原
色
の
も
の
を
使
用
し

雨
衣
の
頭
巾
は
正
し
〈
か

ぶ
る

こ
と
。

り

...... へ，、、，.."....，町、J'_同，側、，，-.，、、，‘.，.、，、"""""""、，，-.，句、，、-

日曜当番医 (7月中〉

2日 南野内科 琴尾内科長崎

内科後藤婦人科

9日 藤井内科 沢田内科 長野

婦人科松永内科渡辺外科

16日 海江田耳鼻科中島外科

海浜内科 野口内科橋口内科

23日 松尾外科 福田婦人科毛

利内科岩崎眼科

30日 中村内科田中内科田川

小児科貞松整形外科今回内科

大村市政だよ

ム

歩

行

者

自

転
車

伍
歩
車
道
の
区
別
の
め
る
と

乙
ろ
で
は
必
ず
歩
道
を、

歩
車
道
の
区
別
の
な
い
と

こ
ろ
で
は
右
側
の
端
を
正

し
〈
歩
〈
乙
と
J

sι二 てで三三一一一¥、ζ 玉三三三 一三戸コ

③
自
転
車
は
道
路
の
左
側
端

を

一
列
に
進
行
し
、
ふ
ら

ふ
ら
運
転
を
し
な
い
よ
う

に
ム
ヲ
る
こ
と
。

庄司ヨ

金

⑨
傘
さ
し
運
転
は
し
な
い

こ

、戸
}。

②
近
〈
に
横
断
歩
道
が
あ
る

雨
の
日
は
い
や
な
も
の
で
と
き
は
、

必
ず

横

断

歩

道

⑦

交

さ

点

を
通
過
す
る
と
き

す
。
道
を

歩

〈

に

も

傘

を

さ

を

わ

た

る

こ

と

。

右

折

、
左
折
す
る
と
き
は

し、

コ
l
ト
を
着
な
〈
て
は
③
道
路
を

横

断

す

る

と

き

は

う

に

し

、
絶

対

に

車

道

へ

前

も

っ
て
徐
行
し
正
し
い

な
り
ま
せ
ん
。
と
〈
に
頭
巾

必

ず

布
、
左
の
安
全
を
よ

と

び

出

し
た
り
、
車

刀

直

合

図

を
す
る
と
と
も
に
、

を

つ
け
て
い
る
と
き
な
ど
音

〈
確
め
て
か
ら
わ
た
る

よ

前

、

直
後
を
横
断
し
な
い

前
後
左
右
の
安
全
を
よ
〈

長

H
K
1
2
iぷ
μ叫」42M
午付己~叩引↑むん
小口

3F
主三三弐

部
護
隊
員
号
は
堅
雲
実
地
課
味
、
責
喜任
較
較
二

J務樫J
綴
汗三向

-~吋'白
e

、
』
圃

.'h『
叫
1

戸陶閣，，，一-圃

'EFr

‘
1♂巾

k
d

，，Jけけ
1
，

A
k人七
.
.
 
V
、
.• 
川

，

?

守

コ

，

限

期

院
d一ιf
雌
橿

-EBEE---田明
刻
開
祖
圃
・
一

舜
q
d
n湖
、

一

一

タ

チ

引

い

J

げ

⑪

感

強

〈

、
戦

技

訓

練

な

ど

で

饗

議

薗

闘

闘

露

一

t

強
い
乙

と
は
、
全
国
届
指
で

一

:
A鋪
摺
灘
纏
櫨
闘
鶏
輔

ぜ

~
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん
地
た
わ
れ
た
駐
と
ん
地
で
あ
つ
あ
り
、
ま
た
災
害
派
遣
の
功

…

繍
繍
鱗
麟
臨
醐
繍
磯

一

い

営
庭
に
は
大
き
な
老
楠
、

た

。
終
戦
後
、
昭
和
二
十
七

績
で
総
理
大
臣
表
彰
も

う

け

機

務

機

離

勝

機

嫌

~

ん
老
木
が
号
、

古
い
歴
史
を

年

警
察
予
備
隊
第
十
普
通
科

て
お
り
、
郷
土
の
護
り
と
し

j
i議
議
顛
幽
竺

~
感
じ
さ
せ
る
。
今
か
ら
七
十
震
の
駐
と
ん
地
と
し

て

再

て
期
待
に
応
え

る
べ

〈
努
力

一r

…
彩
縦
機
織
機

ム

¥

酪J
4

F

喧
圃

v
一
潜
哨
m
N
f

一
a
 

い
年
昔
、
明
治
三
十
年

に

歩

兵

発

足

し
、
現
在
は
第
十
六
普

し

て
い

る
。
ふ
だ
ん

は

県

民

畿

醗

麟

開

織

機

~

ん
第
四
十
六
連

隊

の

駐

と

ん

地

通
科
連
隊

(
歩
兵
)
の
ほ
か
市
民
が
多
数
、
見
学
、
生
活

一

線

灘

姐

甥

川

お

γ

ん
と
し
て
開
設
さ
れ
、
明
治
、

第
五
陸
曹
教
育
隊
、
業

務

諸

体

験

な

ど

に

訪

れ

親

し

ま

れ

業

茅

醸

襲

れ

い
大
正
、
昭
和
と
日
本
の
国
連

隊
な
ど
が
所
在
し
、
人
員
約

て
い

る。

一一一一一一一一

機

織

鱒

蝉

躍

九

~
の
消
長
と
運
命
を
と
も
に
し
千
五
有
名

(
出
身
地
は
長
崎
駐
と
ん
地
司
令

一
三
ic
i-
-一一iimm
F縦
脳
臨
眠
掴

)

九
日
陸
軍
の
中
で
も
精
鋭
を
う

県
が
主
力
)
で
あ
る
。
大

村

一

等

陸

佐

溝

上

嘉

幸

氏

ト
一

一一一一-一一
機
鱗
鶏
議
鋪
め

昭和33年4月22日第三種郵便物語、可-

某
氏
雑
誌
三
十
七
冊

ム
東

京
都
中
野
区
株
式
会
社
久
保

書
居
小
説
四
冊

A
某
氏
雑

誌
十
七
冊

ム
向
陽
高
校
二

年
生
浜
田
幸
子
外
四
名
玄
米

茶

一
袋
、
花
類
二
束
、
ラ
ク

ト
ニ
ン
一
本
(
飲
物
)
、
あ
ん

ま

A
某
氏
雑
誌
十
九
冊

ム
大
村
市
農
業
協
同
組
合
雑

誌
十
三
冊

A
片
町
紀
内
良

介
雑
誌
十
八
冊

清
和
園
に
寄
付

A
某
氏
雑
誌
二
十
八
冊

ム
長
崎
県
共
同
募
金
会
三
千

百
円

ム
竹
松
婦
人
会
六
千

四
百
円
、
白
米
三
キ

ロ、

小

豆
七
百
グ
ラ
ム
、
干
う
ど
ん

四
束
、
ハ
イ
カ
ッ
プ
一
本
、

雑
誌
五
十
四
冊
、
レ

コ
ー
ド

一
枚
、
あ
ん
か
二
個
、
座
ぶ

と
ん
二
枚
、
靴
下
四
足
、
タ

オ
ル
三
十
六
枚
、
石
け
ん
八

個
、
チ
リ
紙
二
し
め
、
ム
某

氏
雑
誌
十
五
冊

ム
三
城
小

学
校
文
芸
ク
ラ
ブ
演
芸
、
歌

踊
、
人
形
劇
、
紙
芝
君

A

昭和42年7月1日

社
会
福
祉
事
業
に
寄
付

西
大
村
婦
人
会
中
諏
訪
二

区
の
皆
さ
ん
は
金
壱
封
を
社

会
福
祉
資
金
と
し
て
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
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